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 今から６０数年前… 

  教科書は毎年、新学期を迎える前に各家庭でそろえることになっていました。古い教科書をゆずっ

てもらったり、古くて使えないものやないものだけを買いそろえたり、３月になると母親たちは苦労し

ていました。新しい教科書を全部そろえると小学校でも約 700 円、中学校で 1200 円ほどかかりま

した。女の人が１日働いても 300 円ほどの収入しかなかったので、子どもの数が今に比べて多かった

その当時は、教科書をそろえるだけでも大変な出費でした。 

 

 

 

 

 

   

                



 

すべて国民は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を 

負う。義務教育はこれを無償とする。 

 

 

 

1963 年 3 月「義務教育諸学校の教科用図書の無償に関する法律」が成立し、次の年から教科書が 

無償で配られることになりました。 

     

  

＜教科書の袋の裏に書かれたメッセージ＞ 

      保護者の皆様へ 

 

    お子様の御入学おめでとうございます。 

     この教科書は、義務教育の児童・生徒に対し、国が無償で 

    配布しているものです。 

     この教科書の無償給与制度は、憲法に掲げる義務教育無償の精神をより広く 

実現するものとして、次代をになう子どもたちに対し、我が国の繁栄と福祉に 

貢献してほしいという国民全体の願いをこめて、その負担によって実施されて 

おります。 

     一年生として初めて教科書を手にする機会に、この制度にこめられた意義と 

願いをお子様にお伝えになり、教科書を大切に使うよう御指導いただければ幸 

いです。                    

文部科学省 

 

 

 

   

 

 


